
構造演習

骨組解析ソフトの利用法
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構造解析ソフトの利用法（１）
ーアドインファイルとして保存
 『Excelで解く構造力学』の附属CD内の“構造力
学.xls”というファイルを開く

 オフィスボタンの「名前を付けて保存」のその他の形
式を選択

 ファイルの種類を「Excelアドイン」にして保存
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ここをクリックし
てExcelアドイン
を選択



構造解析ソフトの利用法（２）
ーアドインメニューの表示

 メニューバーの「ファイル」を
クリックし，「オプション」選択

 アドインー「設定」ボタンをク
リックする

 「構造力学」にチェックをい
れる
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※「構造力学」の項目がない
場合には参照ボタンをクリッ
クし，先ほどExcelアドインの

形式で保存したファイルを参
照させると表示される



メニューの確認
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骨組モデル

150mm

300mm

2mm

10mm

2mm

2mm

10mm

梁断面

10mm

2mm

10mm
2mm

柱断面
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30N

はり柱

A=80 mm2

I=1386.7 mm4

Z=231.1mm3

A=60 mm2

I=1620 mm4

Z=231.4mm3



骨組を要素に分割する

要素

節点

節点

要素 要素

要素

節点

節点
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節点番号を付ける

1

2

3

4

5
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要素番号を付ける

1

2

3

4

5

①

② ③

④
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新規作成を選択
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節点数と要素数を入力して［ＯＫ］ボタン
をクリック
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節点座標

1

2

3

4

5

y

x

 0,0

原点

 0,150

 150,150

 300,150

 300,0

mm単位:
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節点座標の入力
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境界条件（支点の拘束条件）

1

2

3

4

5

x方向拘束

y方向拘束

回転拘束なし
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支点拘束条件の入力
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節点集中荷重

1

2

3

4

5

y

x

N単位:

30N
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荷重の入力
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要素両端の節点番号

1

2

3

4

5

①

② ③

④
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要素両端の節点番号の入力
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ヤング係数の入力

400に変更

材料のヤング係数
（スチレンボード）
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断面積と断面２次モーメントの入力
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骨組を表示してデータの確認
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計算実行
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解析結果

1節点 2節点
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軸力 せん断力 曲げモーメント



応力（断面力の表示）
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要素番号の表示
（要素番号表示をチェックして結果表示）
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耐力評価の準備
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断面係数Z

基準強度F



応力度の計算準備
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軸方向応力度

曲げ応力度

最大応力度

応力度比

最大耐力
と入力する



軸方向応力度の計算
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=ABS(B29/E14)



軸方向応力度の計算（数式のコピー）

マウスでドラッグし
て下に引っぱる
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曲げ応力度の計算

MAX(  )：最大値 ， ABS( ) ：絶対値
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=MAX(ABS(F29/K14),ABS(G29/K14))



曲げ応力度の計算（数式のコピー）

マウスでドラッグし
て下に引っぱる
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最大応力度の計算
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=I29+J29

マウスでドラッグし
て下に引っぱる



応力度比の計算
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=K29/L14

マウスでドラッグし
て下に引っぱる



応力度と基準強度の比較

材料の基準強度
（スチレンボード）

F 

この構造物の耐力は梁の曲げ強度によって決まる
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6.316N/mm2 ＞ 1.6 N/mm2

すわなち，

応力度比
6.316

1.6
＝3.948 ≧ 1.0

NG

→ 基準強度を
超えている



最大耐力の計算

1kgf=9.8N

(1N≒0.102kgf=102gf)

外力

最大の応力度比
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𝑃𝑢 =
𝑃

𝛾
=

30

6.316
1.6

= 7.60 N

最大耐力



最大耐力の計算式の作成
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=ABS(H9)/MAX(L29:L32)


